
「ストレッチゾーン」に飛び込んで、
『開発的チャレンジ』をすると

“コンフォートゾーン” に居続け、
「現状維持」の姿勢でいると

時代／社会の変化に
置いていかれ、

自分の市場価値は
加速して下落。

5年後には
“50%の人材”
となってしまう

『AI／人生100年』の時代では、同じ人間でも

ビジネスパーソンであれば、
●「新規事業に参画」（≒ 起業）

●「FA宣言して新部門で一から学ぶ」（≒ 転職）

●「べンチャーに仕事留学して自社との協業に繋げる」
●「後進の支援役に徹する」など、

「新たな役割」に『開発的チャレンジ』して、
1年後『140％の人材』になっておく


